○医療施設における防火・防災対策要綱の制定について

（昭和６３年２月６日）

（健政発第５６号）

（各都道府県知事あて厚生省健康政策局長）

別　　記

避難・誘導、搬送の要領

1　入院患者に出火場所を知らせる。

2　出火場所の最も近い部屋、階から避難・誘導、搬送を開始する。

3　誘導は、老幼婦女子を優先させる。急ぎ足で避難させる。

4　重症者その他の自力で避難が困難な者はストレッチャー、車椅子、毛布等で搬送
する。

5　誘導の際、火煙が迫るときは、はうようにし、ハンカチ、手拭で鼻口をおおわせる。
ときには屋内消火栓の水で援護注水する。
6　避難・誘導、搬送に際してはエレベーターを使わない。

7　火点階層の下方にある者は屋内階段等により誘導、搬送する。

8　火点階層の者はまず出火点から離れた方向の避難階段又は避難器具の設置場所に
誘導、搬送し、下方へ脱出させる。

9　火点上階層の者は、避難階段周辺に火煙がなく、下方へ容易に避難できるときは下
方に誘導、搬送する。下方に誘導、搬送が困難なときは屋上又は避難器具の設置場
所に誘導、搬送し、下方へ脱出させる。

10 屋上に誘導、搬送した者は、屋上の屋外階段や避難器具を利用して、地上に降下
させる。

11 避難・誘導の際には、混乱を生じないように注意し、常に大声ではっきりと指揮・
命令する。

12　避難するときには、屋内でスリッパを履かせない。

13　入院患者が、一旦避難したのち、再び物を取りに戻るようなことを制止する。

14　防火戸の閉鎖に際しては、火点付近に残留者がいないかどうか十分確認する。

15　廊下の電灯は、できる限り多く点灯する。
16　火災により停電することを考慮し、懐中電灯を携帯する。

17　避難・誘導、搬送をしたのちは、直ちに人員の確認を行う。

